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照らし合わせて PDCA サイクルにより検証を進めてきた。 
 
1.1 全体的な研究の目標 













本研究における 3 年間の実施計画は、大きく以下の 3 つのフェーズに分けられる。3 つのフェー
ズの全体的流れを図 1 に示す。 




② 第 2 フェーズ（2、3 年目） 
評価指標・基準の策定(P)→評価試行(D)→分析・検証(C)→見直し(A)の PDCA サイクルにより、
技術の進展に伴う指標や基準の対応を検証する。 























2.1 第 1フェーズ（1年目） 
2.1.1 2011 年度の実施概要 
2011 年度（第 1 フェーズ）は、大きく以下の 2 つに分類をして調査・分析活動を進めた。 
①大学における学生の入学時の情報リテラシーについて、文部科学省の学習指導要領等を参考
にして項目設定をし、オンラインで初期調査を実施し、集計分析を行う。（対象：関西国際大





































キーワードの抽出には、主に KH Coder という計量テキスト分析もしくはテキストマイニングの
ためのフリーソフトウェアを用いた。具体的には、各コンテンツに対し、なるべく分析しやすいよ
うに、一定の前処理*を施してから、キーワード抽出作業を進めた。抽出結果の一部を図 2 に示す。
ここでは、それぞれ上位 10 個のキーワードとその出現度を表示しているが、実際にはそれぞれ 150
個のキーワードを抽出している。図 2 では、左から順に「NC」と「NP」を纏めた場合、「ガイド
ライン」、「指導要領」、「論文集」、それぞれの上位 10 個のキーワードとその出現数を表示している。 
これら収集したキーワード群に対して、さらにテキストマイニングの分析手法を利用して評価指
標候補の基となるキーワードを抽出したものを表 2 にまとめた。また、この表のデータの傾向を掴
みやすくするために、図 3 に示すようにグラフ化を行った。 











                                                   
* 処理に負荷を軽減するために、明らかにキーワード抽出に関係がないと思われる単純な文字列（例
えば、数字やアルファベットなど）をテキストエデッタの置き換え機能により取り除く処理。 
コンテンツ 発行者など 発行年 
日経コンピュータ 日経 BP 社 2005、2008、2011 の３年分 






高等学校学習指導要領解説 情報編 文部科学省 2010 版 
大学 ICT 推進協議会論文集 大学 ICT 推進協議会 2011 年 12 月 
  
 
図 2 キーワード抽出結果の一部（それぞれ上位 10 個のキーワードとその出現数） 
 
 
表 2 NP と NC における年度別関連キーワードの出現回数 
キーワード NC2005 NP2005 NC2008 NP2008 NC2011 NP2011 
ファイル／フォルダ 130 2132 123 1438 62 1206 
メール／迷惑／添付 166 1764 160 1605 92 723 
アプリ／ソフト 756 1904 1261 1196 1220 1481 
表計算 1 4 24 12 1 25 
キー 50 838 71 666 42 380 
マウス 9 263 7 172 7 113 
ウィルス 40 554 8 104 86 180 
インターネット 80 473 97 197 57 216 
メニュー 10 568 27 328 47 307 
編集 23 339 25 121 5 194 
クラウド 0 0 42 6 889 148 
SNS 2 2 32 7 38 208 
スマートフォン 0 2 11 73 314 438 
タブレット PC 2 0 0 7 60 221 










前掲表 1の中から選択しており、ひとつは SNS に関する内容で、もう一つはタブレット PC(iPad
を含む)に関するものであった。いずれも、近年のクラウド・コンピューティング環境の変化を代表
できるキーワードだと考えたからである。 








表 3 試行調査の概要    (時間の単位：秒) 
問題番号 正答率 最小解答時間 平均解答時間 最大解答時間 
1 54% 10.0 39.6 125.0 
2 88% 13.0 38.2 64.0 
3 100% 7.0 15.2 35.0 
4 55% 15.0 27.9 39.0 
5 44% 13.0 46.3 153.0 
6 77% 11.0 37.0 84.0 
7 66% 10.0 22.8 38.0 
8 44% 8.0 38.7 70.0 
9 33% 15.0 26.4 57.0 
10 77% 11.0 20.3 33.0 
11 77% 3.0 46.0 97.0 
12 88% 15.0 33.4 100.0 
13 77% 20.0 59.2 122.0 
14 77% 9.0 29.0 65.0 
15 77% 12.0 29.8 80.0 
16 66% 5.0 46.4 209.0 
17 66% 5.0 22.4 56.0 
18 66% 12.0 33.4 79.0 
平均 68% 10.8  34.0  83.7  
 
 
2.1.3 第 1フェーズ（1年目）のまとめ 
「大学学士課程教育において必要な情報リテラシーに関する実証的研究」を目的とした本研究活
















2.2 第 2フェーズ（2年目） 
2.2.1 2012年度の実施概要 

































議会 2012 年度年次大会“企画セッション”での話題提供 2012-12-17）。ここで提起されている“情



































































るのが 2012 年であった。 「当初、スマートデバイスの利用は、メールや Web サイトを見る程度
であったが、現在は、商談のサポート、接客支援、フィールドサービスなど、ビジネスへの活用が
本格化してきている。2013 年は、多くの企業で更にスマートデバイスの導入が進み、“スマートデ



















































































































































































































































































































































































図 4 一般情報教育における評価項目（大・中区分） 
表 4 教育分野別“一般情報教育”評価基準（案） 
  
































































































































































































































































































































米国大学・研究図書館協会(ACRL)から発表されている“Information Literacy Competency 







表 5 情報リテラシー能力基準(ACRL/ALA)と本研究プロジェクト結果との対応 
 
















情報と情報源の抽出・記録・管理 情報管理（選択・抽出・記録・整理） ＊ 2 1







基準４ 情報の効果的利用 情報による成果物の創出 情報の加工・編集（２次加工） ＊ 2
創出プロセスの修正 目的に合致した編集（方法、結果） 2
成果物の伝達 表現技術 ＊ 1






















表 6 情報リテレラシー モデルルーブリック 
 
































































帯電話の PC 化および PC のタブレット化であり、PC 機能を持つネットワーク接続可能な携帯デバ
イスへの進展ということができる。 
2013 年 12 月現在での、モバイルデバイスに関する大きな分類で整理した結果を表 8 に示す。 
 


































































iOS android Ｗｉｎｄｏｗｓ８，ＲＴ ファイアＯＳ（アンドロイドベース）
△ ◎ △
特徴
iPad アンドロイドＴＢ ＷｉｎｄｏｗｓＴＢ キンドル（電子Ｂｏｏｋ）
× ×
アップルストア経由のアプリのみ ウィンドウズストア経由アプリのみ アマゾン検証アプリのみ配信
SkyDriveで表示・編集可能 表示・編集用アプリ MS-Officeまたは互換ソフト 有料アプリで編集可能
○
45～50 25～35 50～170 16～40
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The purpose of this study is to promote the empirical research on the information literacy 
that is required for the undergraduate education, also to develop a model rubric as normal as-
sessment criteria. First, a survey of skill in the time of admission of students was conducted 
while extracting keywords from such previous research and external survey results. Then, ac-
cording to the PDCA cycle, the correspondence of the criteria or indicators with the develop-
ment of technology was verified. Finally, the level setting was performed as a model rubric 
through aggregating the evaluation items applying for the results. As a result, the information 
literacy, which is required for the liberal arts education of university, was aggregated. The lit-
eracy contained a series of information operations --- clarification of purpose that requires in-
formation, retrieval of information, collection and management of information, processing of 
information, analysis and evaluation of information, transmission of information, information 
ethics and information security. It should be noted that information ethics and information se-
curity were only mentioned importantly here because they are also needed in the everyday life, 
not only limited to liberal arts education, so that level setting is difficult to be done. This paper 
has described the research of three years, and has given the issues of future. 
